
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
は
漁
師

お
じ
さ
ん
の
船
が
海
へ
出
て
行
く

青
い
海
、
船
が
通
っ
た
後
の
白
い
波

真
っ
暗
な
海
へ
漁
に
出
る
船

太
陽
が
昇
る
こ
ろ
、
網
を
上
げ
る

二
人　
い
つ
も
い
っ
し
ょ
に

港
に
い
く
つ
も
の
船
が
戻
っ
て
く
る

ザ
ー
ザ
ー　
波
の
音
と
い
っ
し
ょ
に

カ
モ
メ
が
鳴
く

網
場
が
に
ぎ
や
か
に

網
を
さ
ば
き
な
が
ら
魚
を
と
る

お
じ
さ
ん
に
会
う
と

「
お
い
、
来
た
か
。
魚
を
持
っ
て
け
。
」

お
じ
さ
ん
の
船
は
大
漁
だ

「
あ
り
が
と
う
。
」

お
ば
さ
ん
が
、
魚
を
い
っ
ぱ
い
い
れ
て
く
れ
る

バ
ケ
ツ
か
ら
魚
が
は
み
出
し
た

魚
の
尾
っ
ぽ
が
バ
タ
バ
タ
は
ね
る

潮
が
顔
に
と
ぶ

網
場
は
、
宝
の
山
の
よ
う

鯛
、
平
目
、
海
老
、
タ
コ
、
イ
カ

海
の
に
お
い
が
い
っ
ぱ
い

船
が
い
っ
ぱ
い
並
ん
で
い
る

波
に
ゆ
ら
ゆ
ら

漁
が
無
い
と
き
は
網
を
直
す

僕
は
、
じ
ー
っ
と
網
の
糸
を
見
て
も

破
れ
た
穴
が
ど
こ
だ
か
分
か
ら
な
い

黙
々
と
、
お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
は

網
を
広
げ
て
破
れ
た
と
こ
ろ
を
直
し
て
い
く

朝
一
番
、
船
が
広
い
海
へ
と
出
て
い
く

ザ
ー　
波
が
た
つ

白
い
波
の
道

今
日
も
大
漁
で
き
ま
す
よ
う
に

波
が
ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る

第
23
回
「
海
の
香
り
の
す
る
詩
」

市
内
小
学
生
の
部

大
賞
大
賞

　
「
網
場
へ
」　
城
山 

翔
汰
（
鏡
浦
小
学
校
６
年
）

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　
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1
2
6
8

　
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
海
の
香
り
の
す
る
詩
」
の
受
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
内
か
ら
６
２
７
点
、
市
外（
県
内
）か
ら
は
３
０
６
点
の
応
募
が
あ
り
、
次
の
み

な
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　「海の香り」という言葉から、どんなことを思い浮かべますか。応募作品を読んでみると、生活
や体験の中で、海を五感で感じたり、海に話しかけたり、海を頭の中に思い浮かべ自分の心を投
影したりするなど、捉え方はさまざまでした。
　海を身近なものとして生活している子どもたちの思いが、その子なりの素直な言葉で表現されて
いました。体験からくる言葉は読み手に感動を伝えます。また、暮らしに結びついた作品には味わ
いがあります。海は身近になくても想像を働かせ、内面の揺れを海になぞらえて表現しているもの
もありました。
市内小学生の部（大賞）
　翔汰さんのおじさんとおばさんが漁を終えて戻ってくる網場。そこでのやりとりが、会話やとれ
た魚の様子などを通して生き生きと表現されています。「波の音といっしょにカモメが鳴く」「潮が
顔にとぶ」「網場は宝の山のよう」など、すてきな言葉があります。そして、網を直す二人の様子をじっ
と見つめ、仕事ぶりに感心し大漁を願う翔汰さんがいます。
市内中学生の部（大賞）
　遥さんの住む桃取の海に浮かぶ筏

いかだ
。そこは、牡

か
蠣
き
の住処。かかわる人たちは、海が荒れ狂う時

には無事を祈り、収獲の時には船で真っ白い線を描くように筏へ向かう。筏も毎日来るのを待って
いる。筏と人とのつながりをしっかり見つめています。遥さんは、そこに、たくさんの願いがこめ
られていると感じ取っています。「夕日に真っ赤に染まる」情景が目に浮かんでくるようです。

選 評

（選考委員長　濵田 浩）
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「
筏
」　
前
田 

遥
（
鳥
羽
東
中
学
校
２
年
）

桃
取
の
海
に
は
牡
蠣
の
筏
が
た
く
さ
ん
浮
か
ん
で
い
る
。

筏
は
牡
蠣
の
住
処
だ
。

筏
は
牡
蠣
を
成
長
さ
せ
て
守
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
筏
の
天
敵
は
台
風
だ
。

台
風
で
筏
が
折
れ
て
し
ま
わ
な
い
か
、
流
さ
れ
て
し
ま
わ
な
い

か
、
牡
蠣
業
者
は
、
自
分
の
住
処
よ
り
も
筏
を
心
配
す
る
。

で
も
台
風
中
何
も
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
、
荒
れ
狂
う

白
波
を
み
つ
め
て
た
だ
筏
の
無
事
を
祈
る
だ
け
だ
。

そ
し
て
夏
の
台
風
を
乗
り
切
れ
ば
、
収
獲
の
時
が
来
る
。

海
の
香
り
が
し
み
つ
い
た
筏
か
ら
牡
蠣
を
船
へ
揚
げ
る
時
だ
。

大
漁
を
願
い
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
。

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
と
、
毎
日
、
牡
蠣
船
が
筏
ま
で
ま
る
で

海
の
上
に
真
っ
白
い
線
を
描
く
よ
う
に
筏
へ
向
か
う
。

お
だ
や
か
な
日
も
寒
い
日
も
風
が
強
い
日
も
す
ご
く
暑
い
日

で
も
、
毎
日
毎
日
休
む
こ
と
な
く
筏
へ
向
か
う
。

そ
し
て
筏
も
毎
日
毎
日
、
牡
蠣
業
者
を
待
っ
て
い
る
。

シ
ー
ズ
ン
を
終
え
る
と
、
荒
波
に
耐
え
続
け
て
く
れ
た
筏
を

修
理
す
る
。

筏
に
休
む
間
も
な
く
、
ま
た
来
シ
ー
ズ
ン
の
牡
蠣
を
つ
る
す
。

筏
は
ま
た
牡
蠣
の
住
処
と
な
る
。

夕
日
に
真
っ
赤
に
染
ま
る
桃
取
の
海
と
筏
に
は
、
た
く
さ
ん

の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

市
内
中
学
生
の
部

市
内
小
学
生
の
部

市
内
中
学
生
の
部

大
賞

　
そ
の
他
の
受
賞
作
品
は
次
の
と
お

り
で
す
。

伊
良
子
清
白
賞　
「
久
し
ぶ
り
」

久
保
田
帆
南
（
鳥
羽
小
５
年
）

入
賞　

「
国
崎
の
海
」
岡
本
羽
瑠

（
弘
道
小
５
年
）
、
「
今
日
の
海
」

浅
尾
悟
凰
（
鏡
浦
小
５
年
）
、
「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
が
生
き
た
海
」
東
蓮

（
鳥
羽
小
５
年
）

奨
励
賞　
「
海
の
宝
石
箱
う
さ
ぎ
山

島
」
住
井
栞
菜
（
鳥
羽
小
６
年
）
、

「
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
思
い
出
」
齋
藤

亮
弥
（
安
楽
島
小
５
年
）

伊
良
子
清
白
賞　
「
船
の
窓
か
ら
」

奥
村
就
（
鳥
羽
東
中
３
年
）

入
賞　
「
盆
踊
り
」
石
川
結
捺
（
鳥

羽
東
中
１
年
）、「
海
の
意
外
な
一

面
」
野
村
華
音
（
加
茂
中
２
年
）
、

「
あ
り
が
と
う
、
海
」
中
井
倫
世

（
加
茂
中
３
年
）

奨
励
賞　

「
船
か
ら
見
え
る
太
陽

と
海
は
」
松
村
琉
里（
鳥
羽
東
中
１

年
）
、「
私
と
海
」
松
村
采
伽
（
鳥
羽

東
中
３
年
）、「
光
る
海
」
上
村
虎
太

郎
（
長
岡
中
３
年
）

　
み
な
さ
ん
の
作
品
は
、
受
賞
作
品

集
と
し
て
編
集
し
配
布
す
る
予
定
で

す
。

※
敬
称
略

農
水
商
工
課
水
産
係　
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三
重
県
で
生
産
さ
れ
る
養
殖
ワ

カ
メ
の
ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
る
鳥
羽
の
ワ
カ
メ
は
、
毎

年
1
月
か
ら
４
月
ご
ろ
に
か
け
て

収
穫
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
答
志
島
和
具
浦
で
生
産

さ
れ
る
養
殖
ワ
カ
メ
は
、
ワ
カ
メ

を
炊
き
上
げ
る
と
き
に
立
ち
上
が

る
湯
気
と
香
り
が
、環
境
省
の
「
香

り
風
景
１
０
０
選
」
に
も
認
定
さ

れ
る
な
ど
、
季
節
の
風
物
詩
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
和
具
浦
の
ワ
カ
メ
で
す

が
、
鳥
羽
磯
部
漁
業
協
同
組
合
和

具
浦
支
所
が
、
昨
年
10
月
に
ワ
カ

メ
で
は
世
界
初
と
な
る
水
産
エ
コ

ラ
ベ
ル
認
証
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
今
シ
ー
ズ
ン
生
産
す
る
塩え

ん

蔵ぞ
う

ワ
カ
メ
か
ら
マ

リ
ン
・
エ
コ
ラ

ベ
ル
・
ジ
ャ
パ

ン
（
以
下
Ｍ
Ｅ

Ｌ
）
が
発
行
す

る
認
証
シ
ー
ル

を
付
け
て
、
流

通
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

水
産
エ
コ
ラ

ベ
ル
は
、
生
態
系
や
資
源
の
持
続

性
に
配
慮
し
た
方
法
で
漁
獲
・
生

産
（
養
殖
）
さ
れ
た
水
産
物
に
与

え
ら
れ
る
も
の
で
、
環
境
に
や
さ

し
い
水
産
物
と
し
て
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
ワ
カ
メ
と
し
て
の
発
信
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

答
志
島
和
具
浦
産
塩
蔵
ワ
カ
メ

が
、
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機

と
し
、
全
国
へ
の
認
知
度
を
高
め

て
い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
新
物
ワ
カ
メ

を
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

ワカメの炊き上げの様子

MEL認証の市長への報告にて

今
年
は
答
志
島
和
具
浦
産
ワ
カ
メ
が

　
　
　
　
　
　
　
ス
ゴ
イ
ん
で
す
！
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